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JR 東海グループの共創型ローカルメディア「conomichi」 

環境省「第 13 回グッドライフアワード」にて 
実行委員会特別賞「地球と人への想いやり賞」を受賞 

～全国で約 2,263 万人にのぼる「関係人口」の“参画意欲”を地域の力に～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東海旅客鉄道株式会社と株式会社 JR 東海エージェンシー（以下、JR 東海グループ）が展開す

る、地域と訪れる人をつなぐ共創型ローカルメディア「conomichi（コノミチ）」は、環境省が主

催する「第 13 回グッドライフアワード」において、実行委員会特別賞「地球と人への想いやり

賞」を受賞しました。 

 

■受賞内容：実行委員会特別賞「地球と人への想いやり賞」 

環境省グッドライフアワードは、環境と社会によい暮らしを実現する取組を表彰するプロジェ

クトです。その中で実行委員会特別賞「地球と人への想いやり賞」は、「地球や人に、どれだけ自

分ごととして考え、想いやりを持って実行できるか」という基準で選出される賞です。 

 



■ conomichi とは？ 

 「conomichi」は、地域と訪れる人をつなぐ「共創型ローカルメディア」です。JR 東海グループ

のリソースによって地域の様々なプロジェクトをサポートし、その発信を通じて地域と訪れる人

による共創の循環を生み出しています。「地域資源の再読」と、課題を参加の余白に変える「関わ

りしろのデザイン」という独自のアプローチで、自治体や企業の共創プロジェクトに伴走し、

2023 年の事業開始以来、累計 27 地域で 4,000 人を超える関係人口を創出してきました。 

conomichi のプログラムに参加した方々 

 

 

▼ これまでの取り組みについては conomichi 公式サイトをご覧ください。 

https://market.jr-central.co.jp/conomichi/ 

 

 

 

■ conomichi 取組の背景：2,263 万人の「関係人口」が示す、地域参画への熱量  

 「地方創生 2.0 基本構想」（2025 年 6 月 13 日閣議決定）において、都市と地方の共生基盤とし

て重要視されているのが「関係人口」です。政府は 10 年後に実人数 1,000 万人、延べ人数 1 億人

の創出目標を掲げています。 国土交通省の「関係人口の実態把握」（2025 年 6 月 27 日発表）に

よれば、その規模は全国で約 2,263 万人（2023 年時点）と推計され、単なる訪問に留まらず、

「地域づくりの企画に参加したい」「自分のスキルを地域貢献に生かしたい」という、主体的な関

与を望む人々の存在があります。 

 人口減少による地域の担い手不足という課題と、高まる「地域貢献への参画意欲」。

「conomichi」は、この双方をつなぎ、具体的なアクションを生み出すことを目指しています。 

 

■ 今後の展望：「関係人口」から「共創人口」へ 

今後、私たちが目指すのは、ファンやサポーターとしての「関係人口」を超え、互いに知恵と

情熱を持ち寄り、共に汗をかいて未来を創るパートナー、すなわち「共創人口」の創出です。 

予定調和な日常から飛び出し、地域の熱量に直に触れること。それは個人の価値観を更新すると

同時に、地域にも予期せぬ化学反応をもたらします。この双方に起きる「変容」こそが、現代に

おける移動の価値だと考えています。 

「conomichi」は、このプロセスを通じて人と地域に確かな変容を生み出し、移動を通じた価値

創造に取り組んでまいります。 

 

 

https://market.jr-central.co.jp/conomichi/

